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二

〇
一
三
年
一
一
月
一
一
日
）

黄 

英
哲

　「
戦
後
台
湾
史
へ
の
補
填
と
証
言
│
呉
燕
和
自
伝

を
読
み
解
く
」（
学
会
発
表
、
日
本
現
代
中
国
学

会
第
六
三
回
全
国
学
術
大
会
、
於
福
岡
大
学
、
二

〇
一
三
年
一
〇
月
二
六
日
）、『
近
代
台
湾
の
経
済

社
会
の
変
遷
│
日
本
と
の
か
か
わ
り
を
め
ぐ
っ

て
』（
共
編
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）

唐 

燕
霞

　「
浅
談
社
区
自
治
中
的
居
民
委
員
会
的
作
用
│
基

於
武
漢
、
瀋
陽
的
実
地
調
査
」（「
社
区
発
展
理
論

與
実
務
工
作
国
際
研
討
会
」
提
出
論
文
、
於
台
湾

元
智
大
学
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）

馬
場 

毅

　「
孫
文
の
ア
ジ
ア
主
義
と
日
本
（
孫
文
的
大
亜
州

主
義
与
日
本
）」（『
孫
学
研
究
』
第
一
五
期
、
国

立
国
父
紀
念
館
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
）、『
近
代

台
湾
の
経
済
社
会
の
変
遷
│
日
本
と
の
か
か
わ
り

を
め
ぐ
っ
て
』（
共
編
、
東
方
書
店
、
二
〇
一
三

年
一
二
月
）、「
東
亜
同
文
会
の
ア
ジ
ア
主
義
の
変

遷
」（
愛
知
大
学
東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン

タ
ー
主
催
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
日
中
関
係

史
の
中
の
東
亜
同
文
書
院
」、
於
愛
知
大
学
名
古

屋
校
舎
、
二
○
一
三
年
一
二
月
一
五
日
）

樋
泉
克
夫

　「
地
球
規
模
で
版
図
拡
大
す
る
中
国
」（『
エ
コ
ノ

ミ
ス
ト
』
二
〇
一
三
年
一
一
月
二
六
日
号
、
毎
日

新
聞
社
）、「
東
南
ア
ジ
ア
の
部
屋
」
連
載

（『Foresight

（
電
子
版
）』
新
潮
社
）、「
華
人
企

業
家
の
夢
と
野
望
」
連
載
（『A

sai M
arket 

R
eview

』
重
化
学
工
業
通
信
社
）

松
岡
正
子
　「
大
旅
行
調
査
か
ら
み
る
四
川
辺
疆
│

二
七
期
（
一
九
三
〇
）
巴
蜀
岷
涪
経
済
調
査
班

「
成
都
―
松
潘
」
日
誌
を
読
み
解
く
」（
愛
知
大
学

東
亜
同
文
書
院
大
学
記
念
セ
ン
タ
ー
『
同
文
書
院

記
念
報
』
Vol
・
22
別
冊
①
）、「
大
旅
行
調
査
か
ら

み
る
四
川
辺
疆
│
二
七
期
（
一
九
三
〇
）
巴
蜀
岷

涪
経
済
調
査
班
「
成
都
―
松
潘
」
日
誌
を
読
み
解

く
」（
発
表
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
近
代
日
中

関
係
史
の
中
の
東
亜
同
文
書
院
」
二
〇
一
三
年
一

二
月
一
四
日
）

学
会
通
信
（
二
〇
一
三
年
一
〇
月
〜
二
〇
一
四
年
一
月
）

◎
学
会
員
活
動

加
々
美
光
行

　「
現
代
中
国
の
矛
盾
と
市
民
運
動
の
可
能
性
」（
報

告
、『
東
ア
ジ
ア
民
衆
の
連
帯
を
求
め
て
』
京
都

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
実
行
委
員
会
主
催
、
於
キ
ャ
ン
パ

ス
プ
ラ
ザ
京
都
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
四
日
）、

「「
愛
国
」
の
タ
ブ
ー
を
超
え
て
日
中
は
関
係
の
正

常
化
を
」（
対
談
、『
世
界
』
二
〇
一
三
年
一
一
月

号
）、「
今
、
中
国
の
何
が
問
題
か
」（
栄
中
日
文

化
セ
ン
タ
ー
中
国
講
座
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一

九
日
）

河
辺
一
郎

　「
内
閣
法
制
局
長
官
と
外
務
省
」（『
進
歩
と
改

革
』
二
〇
一
三
年
一
〇
月
号
）、「
シ
リ
ア
の
化
学

兵
器
」（『
進
歩
と
改
革
』
二
〇
一
三
年
一
一
月

号
）、「
秘
密
保
護
と
国
連
特
別
報
告
者
」（『
進
歩

と
改
革
』
二
〇
一
四
年
一
月
号
）

川
村
亜
樹

　『
ア
メ
リ
カ
を
知
る
た
め
の
18
章
│
超
大
国
を
読

み
解
く
』（
共
著
、
大
学
教
育
出
版
、
二
〇
一
三

年
一
〇
月
三
〇
日
）、「
ア
ジ
ア
の
大
学
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
英
語
留
学
」（
講
演
、摂
南
大
学
第
九
回

英
語
教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
二

九
日
）、“A

m
erica in K

ankuro K
udo’ s W

orld: 
Pop A

rt and Intertextuality

”（
レ
ク
チ
ャ
ー
、
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